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「いつまでも、元気で安心して 暮らせる地域づくりは、みんなの願い」
令和７年度　予算

収　入 （単位：千円）

①補助金収入 80,206
②受託金収入 117,680
③助成金収入 11,231
④会費収入 5,583
⑤寄付金収入 8,752
⑥共同募金配分金収入 3,335
⑦介護保険事業収入 379,826
⑧就労支援事業収入 1,204
⑨障がい福祉サービス等事業収入 23,239
⑩その他の事業収入 20,663
⑪長期貸付金回収・積立金資産取崩収入など 14,910

収入合計 666,629

支　出 （単位：千円）

①人件費支出 470,793
②事業費支出 108,422
③事務費支出 70,590
④就労支援事業費支出 1,119
⑤長期貸付金・積立資産支出など 15,705

支出合計 666,629

総合センター
西本町四丁目５番２６号
電話　0824-72-7120
　　　0824-75-0345
FAX　 0824-72-8512

庄原地域センター
西本町四丁目５番２６号
電話　0824-72-5151
FAX　 0824-75-0084

口和地域センター
口和町永田４１５番地４
電話　0824-89-2320
FAX　 0824-89-7004

南部地域事務所
総領地域センター

総領町下領家７１番地
電話　0824-88-2796
FAX　 0824-88-2797

東城地域センター
東城町川東１１７５番地
電話　08477-2-0488
FAX　 08477-3-0051

西城地域センター
西城町中野１３３９番地
電話　0824-82-2953
FAX　 0824-82-7006

東部地域事務所
高野地域センター

高野町新市１１５０番地１
電話　0824-86-3044
FAX　 0824-86-7006

比和地域センター
比和町比和７９２番地
電話　0824-85-2300
FAX　 0824-85-7040

北部地域事務所

庄原市社会福祉協議会　各地域センター連絡先
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「いつまでも、元気で安心して 暮らせる地域づくりは、みんなの願い」令和７年度
事業計画
　「住み慣れた我が家や地域でお互いを気にかけあい、支えあい、喜び（生きがい・役割）
を感じながら安心して暮らせる市民協働のまちづくり」を進めます。
　組織の充実を図り、効率的、効果的な組織体制構築と財政再建を図ります。

  １．身近な地域で相談しあえる体制を作る

  ２．多機関連携で課題解決の仕組みづくり

  ４．住民にとって身近に感じてもらえる社協づくり

（１）「人と人」「人と地域」をつなぐ支援を強化
（２）子どもからお年寄りまで気軽に集まり顔見知りになる関係づくりの支援
（３）集まり場や自治会活動支援の強化
（４）地域の困りごとを話し合える場を開催できる支援

（１）職員一人ひとりが相談窓口となれる資質向上
（２）専門職や関係機関（学校、ＮＰＯ、企業、福祉法人、医療機関、行政等）と情報共有と課題解決
　　  の体制づくり

（１）安定した組織経営を再構築する
（２）法人内連携強化
（３）専門性向上と人材育成と人材確保への早急な対応
（４）情報の発信力活性とわかりやすさ増進
（５）労働環境、労働衛生の確実な向上

  ３．ひとりぼっちに ‟ しない・させない” まちづくり
（１）多様性や個性を認めあい、その人らしさを ‟ まるごと” 受け入れられる地域共生社会を浸透させる
（２）重層的支援体制整備に向け積極的に提案を行う

人とふれあうのが好き。笑顔に
は定評あり！これまで培った経
験を活かして当会を盛り上げて
まいります。

皆さんとのご縁を大切に頑張り
ます。よろしくお願いいたしま
す。

慣れないことやわからない事も
たくさんありますが、よろしく
お願いします。

地域の皆さまのお力になれるよ
う、努めさせていただきます。
よろしくお願いいたします。

引き続き頑張りますので、よろ
しくお願いします！

庄原市社協に入り、これまで非
常勤として勤務し１４年が経ち
ました。これからも明るく元気
に頑張っていきます。

地域の皆様に、少しでも力にな
れるように、努力してまいりま
すので、よろしくお願いいたし
ます。
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庄 原

西 城

お互いを思いやり【ひだまりサロン・りんしょう（東自治振興区）】

みんな集まって話そうよ！【すみれ会（さんわむら自治会）】

　「今から山登りでもするのかな？」というような坂をググっと上がった小高い場
所に林正集会所はあります。平均年齢８５歳、自分の足で登るのは大変で、世話人
岡本さん夫婦の送り迎えで皆が集います。

　さんわむら自治会は３常会１４軒と小さな自治会ですが、老人会で野球観戦に行
くなどみんなで遠出を楽しんでいました。しかし、最近はめっきりご無沙汰で、ご
近所同士顔を合わせる事も少なくなり、なんとなく寂しさを感じていました。そん

　「今年度でサロンは終わりにしますか？」という話が
でましたが、メンバーの皆さんは「集まるのを楽しみに
してる。家のＴＶもつまらないし、やっぱりここが楽し
い」「ただ、岡本さんに迎えに来てもらうのを申し訳な
く思っている」とおっしゃられました。岡本さんは「皆
さんが楽しみにしているのであれば続けましょう。送り
迎えは気にしなくていいですよ」とサロンは続くことに
なりました。春になり暖かくなったサロンの日、長い坂
を歩いてくるメンバーの姿がありました。自分のできる
ことをしてお互いに負担を減らし合おうという思い。小
さなことでもお互いに助け合うこと。相手のために自分
ができる事をさりげなく助けあえるのが大切なんだと教
えていただきました。

な時、西城自治振興区から「サロンをしませんか？」と声をかけてもらいました。
　名前はすみれ会！可憐な姿で踏まれても起き上がるすみれのように、いつまでもみんな元気で
長く続くよう名付けました。
　農繁期を避けた６月から３月までの毎月 1 回、顔を見ながらゆっくり話ができる時間をみん
な楽しみにしています。

はよ、よばれよ
うや～！

みんなで食べたら
美味しいが～♪

テーブルを囲んでみ
んなでお昼ごはんを
いただきます！
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東 城

高 野

健康マージャンがつなぐ、笑顔と再開

日頃の備え、いざという時に！【千鳥地域】

　千鳥地域では、平成 30 年度の豪雨災害を機に、同年７月にハザードマップを作
成し、それ以来毎年見直しをおこなっています。地域住民が集まり、土砂災害警戒
区域や災害時に支援が必要な方と支援できる方などの確認を行いました。

　２年前病気になり、外出が難しくなっている A さん。ある日、健康マージャン
のお知らせチラシを見て、「いいの～わしもやりたいが行ってもいいかの」と参加
を希望されました。

　災害は、非日常の出来事ですが、日頃の備えが災害時に活かされます。万が一という時に備え
て、避難先の確認や避難時の行動など、家族や地域の人たちと話し合っておきましょう。

　牌を並べるところは、助けてもらいながらも楽しく
過ごされ、マージャンをしながら、昔話で盛りあがり
ました。今では「Ａさんが来るけぇ、わしも楽しみに
来るんよ。一緒に来ようでぇ～」と次の再会を約束さ
れていました。
　健康マージャンとはいえ、やはり勝負事なので、途
端に部屋がシーンとなる真剣さもよい刺激になってい
ます。外出の機会が少ない方も、楽しかった！と思え
る健康マージャン、一緒にいかがですか？

　「昔はみんなでようしとった。身体が不自由なわしが行ったら迷惑がかかるかのぉ…」と心配
をされていましたが、当日、「久し振りだの～顔が見られて良かった！てご（手伝い）するけえ、
一緒にやろうで」との声掛けに、心配は一蹴。
　「Ａちゃんと会えてよかったのぉ～。同級生を誘ってみようや」という話になり、次の会では
“マージャン卓を囲ったプチ同窓会” もできました。

上千鳥

下千鳥

この辺りの水路は山水
が流れているけぇ、そ
の先の谷の水があふれ
た時には用心せにゃい
けんのぉ

先日の大雪で山の木が
倒れて、それが原因で
土砂が堰き止められた
んだと思う。今もその
ままじゃけぇ、気をつ
けましょう

避難せんといけない時にＡ
さんへの声かけは、ご近所
のＢさんでよかったよね？

ここら辺は真砂土じゃ
けぇ、雨が降ったら崩れや
すくって、危ないよね
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小さな地域づくり活動応援補助金
　地域づくり、支えあいの仕組みづくり、世代間交流など、地域で活動
している小さなグループを応援しています。

①助成金額：５０，０００円
②助成対象：自治会及び地域の住民団体、学生サークルなどが取り組む地域づくり活動
③対象内容： ・地域の支えあいの仕組みづくり活動
　　　　　   ・地域課題の解決をめざす社会貢献活動
　　　　　   ・交流や定住を促進する活動
　　　　　   ・地域の園児から学生までの青少年を対象とした地域に学ぶ活動及び地域との
　　　　　　  交流活動

○受付期間：令和７年６月 30 日（月）まで
○申請方法▶事前にお問合せいただき、所定の申請用紙でお申し込みください。
　　　　　　※申請用紙は、ホームページからダウンロードできます。　
○お問合せ▶お近くの庄原市社協　各地域センターまで

○補助金活用例（令和６年度）

この事業は赤い羽根共同
募金を活用しています。

【団体名】みんなの食堂（庄原地域） 【団体名】大佐村を継承する会（西城地域）
● “ここに来れば笑顔に会える”
　そんな場所になれたらいいな！
総事業費：150,000 円　内補助金額：50,000 円
　コロナ禍を経て、子どもから高齢者まで地域の皆さん
の居場所や交流の場を作りたいとの思いから、米や野菜
を持ちより、月に一度、庄原市保
健福祉センターにてカレーを100
円で提供しています。皆さんの笑
顔を励みにこれからも頑張りたい
と思っています。

●大佐村を伝承するしめ縄づくり

総事業費：56,300 円　内補助金額：50,000 円
　天戸神社大祭で使用するしめ縄づくりを地域全体で行
いました。若い世代へしめ縄づくりの伝承を行い、しめ
縄づくりの後は、子どもや地域の
皆さんと一緒に、採れたて野菜の
揚げ物や大佐カフェを楽しんで交
流しました。

庄原市ボランティアセンター

　庄原市ボランティアセンターでは、ボランティア活動をしたい人とボランティアを頼みたい人をつなげる活動を
しています。このコーナーでは、庄原市ボランティアセンターの登録団体をご紹介します。

ととんぼの会（代表：槇　英子さん）
　「長年、培ってきた保育技術を地域のために活かしたい」と、保育士
ＯＢが集まり、結成しました。
　手あそびや歌、ダンス、指人形、紙芝居などを組み合わせた、「大型
紙芝居と表現遊び」を行っています。飼料袋を切り開いた紙に絵を描き、
大型紙芝居「十二支のおはなし」と「やまたのおろち」の２作品を使っ
て、地域の老人会やデイホーム、社会福祉施設等を訪問し、手遊びやダ
ンスを交えながら上演しています。
　ゆっくりのんびり、ぼちぼちと、ととんぼ（※）のようにこの活動を
続けていきたいと思います。私たちの取り組みが、ひとりでも多くの人
に笑顔を届ける事ができれば幸いです。

庄原市ボランティアセンター　庄原市社協　地域共生推進課内 ℡ 0824-75-0345

第12回

お問い合わせ

ボランティアの相談・登録については、お気軽にお問い合わせください。

※ととんぼは、厳しい冬の寒さをしのぎ春の訪れを知らせてくれる、ふわふわあたたかいやさしい花です。“こんな仲間でありたい” と命名。
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庄原市「中核機関」のご紹介
成年後見制度の利用について、支援者をサポート

　庄原市では、令和７年度より成年後見制度利用
についてネットワークの中心となる「中核機関」
を設置し、支援者のサポートを行っていきます。

●成年後見制度とは？
　認知症や障害などによって、ものごとを適切に
決めることが一人では難しくなった人の権利を守
り、財産管理や生活全般における支援を行う制度
です。家庭裁判所が適切な支援者（成年後見人等）
を選びます。

庄原市中核機関キャラクター
ハロウ

庄原市中核機関
キャラクター
コッキー

庄原市ＨＰ

厚生労働省
ポータルサイト

成年後見制度
紹介パンフレット

＜相談窓口＞
・社会福祉法人　庄原市社会福祉協議会 　（TEL）0824- ７５- ０３４５
・庄原市生活福祉部　社会福祉課　　　　 （TEL）0824- ７３- １２１０
　　　　　　　　　  高齢者福祉課　　　 （TEL）0824- ７３- １１６５

サポート１　広報 サポート４　後見人支援

サポート２　相談
サポート５　地域連携ネットワーク

サポート３　成年後見制度の利用促進

・ 成年後見制度の効果や活用事例を紹介し、必
　要な人を支援につなげる重要性を啓発します
・意思決定支援研修を行います

・ 後見人からの相談に対応し、申し立て後のモ
　ニタリングを行います
・後見人に対する苦情対応など、関係機関の調
　整を行います

・ 支援者からの相談に対応します
・ 専門職を交えた成年後見制度利用の適否につ
　いて助言します
・ 支援者向けの相談会をします

・ 権利擁護の課題を含むケース会議へ出席します
・ 個別支援チーム会議への支援など、専門職団
　体と関係機関をつなぎます

・ 制度の説明、申立にかかわることについて相
　談・支援を行います
・ 後見候補者を決めるための受任調整を専門職
　を交えて行います
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6月 18日（水）・7月 16日（水） 6月 27日（金）・7月 18日（金）

事前登録　災害ボランティア募集
災害に備え、ボランティアの登録を募集しています。
もしもの時のために、あなたの力を貸してください。
募集対象
活動内容

募集開始

活動まで
の流れ

（イメージ）

登録期間

広島県内在住の個人（高校生以上）　※ただし、広島県に隣接し、生活圏を同じくする県外在住者も含む。

※実際に活動参加するか分からない場合でも、被災地情報を知るツールとして登録可能です。
※登録後、災害支援に関する運営訓練等の案内やアンケート等をお送りする場合があります。
※②、③は被災規模・内容等により別の手段で実施する場合があります。

事前登録ボランティアは２年ごとに新規募集します。
※ 2 年ごとで新規登録⼿続きが必要です。募集時期は更新年の
　４月頃を予定しています。（次回更新は令和 9 年 4 ⽉予定）

県内発災時の被災者支援活動（住家などの生活復旧活動　等）
令和7年 4月1日（火）～
※令和 7 年度より更新を 1 年
　から 2 年ごとに変更

事前登録
はコチラ ⇩

①ボランティアの情報をＷｅｂフォーム
　から事前登録
②災害発生後に送付するメール案内から
　活動日時・場所等を予約登録
③当日活動時には、ＱＲコード活用等に
　よる受付

令和７年度・令和８年度版

広島県災害支援

＊ひきこもり、不登校に関する個別相談会のご案内 ＊
（ご予約は、ＬＩＮＥ・メール・電話にて受け付けております）

●広島ひきこもり相談支援センターによる相談会
６月 10 日（火）13:00 ～ 15:00　１件 50 分 6 月 25 日（水）・7 月 23 日（水）

13:00 ～ 16:00　１件 50 分

●専門相談員による相談会

予約制

ＬＩＮＥ公式
アカウント

coco.sapo.shakyo@gmail.com 080-8912-2299相談専用携帯相談専用メール
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（3月 1日～ 4月 15日受付分）令和７年５月

　社会福祉事業に寄付をお寄せいただきました。ここに、ご芳名を報告させていただ
きますとともに、心よりお礼申し上げます。寄付者ご本人の承諾のもと、氏名等を掲
載しております。（順不同・敬称略）

本会への寄付金は、所得税・法人税・県民税・市民税の寄付金控除の対象となります。

　皆様からの寄付金（香典返し・見舞い返し・一般寄付等）や会員会費を、市内の地域福祉事業に貴
重な財源として活用しています。今後とも、ご支援の程よろしくお願いいたします。
（※介護保険事業等収益性のある事業には一切充当しておりません）

父

妻

鐵艸　三朗
小田美恵子

比和

三河内

鐵艸　保子
小田　時男

母

父

叔母

父

宮田　恭子

福田　一清

峠　　澄子

垣内　幸美

下湯川

新市

和南原

姫路市

宮田　勇一

福田　勝司

峠　　浩二

大廣　美緒

庄原市総領地区総領町民生児童委員協議会
山坂　亮
宗兼　安子

父

夫

父

母

母

母

母

母

子

弟

母

父

妻

父

母

母

子

父

父

母

母

父

母

父

子

母

父

母

母

父

見田　良夫

藤森　實雄

池田　武夫

藤原　紘子

山岡　道子

畠山チカエ

福岡　久江

川村　富子

飯島由美子

宮田津代志

和泉　貞子

井上　浩造

堀井　七重

清水　孝昌

重田ユリエ

佐倉　静枝

赤木　初美

中原　信義

福岡　政明

吉山　芳子

橋本美須枝

成相　覚次

中澤　妙子

石田　忠夫

田村　謙太

石田　時江

岡田　和男

川元　典子

藤木美千枝

上杉　博章

東本町

中本町

中本町

西本町

西本町

西本町

西本町

川手町

川手町

川手町

川手町

宮内町

宮内町

高町

高町

峰田町

峰田町

峰田町

春田町

春田町

実留町

板橋町

高門町

上原町

市町

掛田町

木戸町

平和町

水越町

広島市

春田町

見田　良彦

藤森　明子

池田　英敏

藤原　和宏

中山　裕美

畠山　優子

福岡　志郎

川村千代香

飯島美津恵

藤澤　典子

和泉　宏

井上　貴雄

堀井　輝喜

清水　智弘

植松　圭子

佐倉　和子

赤木　猛

中原　雅信

福岡　馨

吉山　数幸

橋本　朋敬

成相　教行

中澤　武

石田　利明

田村　昇

石田　泰則

岡田　一秀

川元　清貴

藤木　邦明

上杉　竜生

匿名希望

父

夫

父

父

父

父

祖母

夫

山岡　武士

菅野　厳

多和　倫郎

森田　明

間瀬場千敦

小林　哲朗

谷川富美子

瀬尾　一夫

川西

川西

川東

川東

川東

戸宇

内堀

塩原

山岡　一森

菅野　節子

多和　武三

森田　計三

間瀬場信行

小林　浩史

谷川　正樹

瀬尾　恵

匿名希望

匿名希望

父

妻

母

母

本藤　耕司

菊間美智子

原田千枝子

藤田　正江

常定

常定

永田

向泉

本藤　健治

菊間　昇

原田　長幸

藤田　泰治

香典返しにかえて 父

子

妻

母

細川　広明

花田　隆宏

秋津　米子

森本　周子

中野

大佐

西城

入江

細川　和男

花田　辰之

秋津　芳登

森本　清美

父

弟

母

山口　良三

矢木　裕敬

溝口多恵子

平子

小鳥原

三坂

山口　和之

矢木　一光

溝口　房子

母

夫

横山美代子
山根　圭市

中領家

下領家

横山　政治
山根サトエ

あんず薬局
（社福）口和福祉会

藤谷　賢治

リラックスルーム中村

匿名希望
匿名希望

穐丸　英清

“ひとりぼっち”をつくらない
つながる応援隊

東本町

中本町

戸郷町

大原　重身
岡田ミズエ
黒長　康則

金田

永田

中所　眞司　
柄松　実

見舞い返しにかえて

金田 川﨑　明徳
匿名希望

口和 口和ゴルフ同好会

上湯川 小瀧　一樹
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地元の力を借りて、古民家を宿泊施設に再生
　神奈川県でボサノヴァシンガーとして活動
されている三次市生まれの仰木さん。総領町
の亡き父の生家が長年空き家となり荒廃した
ことに心を痛めていました。先祖代々受け継
がれてきた歴史と、祖母や親戚と過ごした
数々の思い出。この古民家がこの場所にいつ
までも存在していてほしいと宿泊施設として
再生する道を模索されました。
　
　しかし、古民家の改修は予想以上の困難続
き。悩んでいた時に縁あって、古民家の改修
経験が豊富な比和の奥田工務店さんと巡り合
いました。「みどりさんが納得するまで私も
付き合いましょう！」と『古民家の思い出を
守りたい』という想いをしっかりと受け止め
てくださり、いたく感激されたそうです。試
行錯誤を重ね、可能な限り昔のままの建材を
再利用することに。ついに日本古来の伝統的
な建築様式の美しさを残しながらも、快適で
使いやすい宿泊施設 “OMOYA 総領” が出来
上がりました。
　
　「古民家ならではの懐かしい雰囲気を感じ
てほしい。木の温もりや土壁の優しさ、自然
の音に包まれ季節ごとに咲く花々や木々の移
ろいに癒されながら、ゆったりとした時間
を過ごしてもらえたら嬉しいです」とおっ
しゃっていました。

総 領

総領地域センター
地域福祉コーディネーター　　山坂 尚恵

仰木 みどりさん
OMOYA 総領オーナー

思い出の地であるふるさ
と総領を大切にしたいと
いう深い愛情を感じ、一
住民としてもありがたく、
また嬉しい気持ちになり
ました。私も総領町を盛
り上げていかなければ！


